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	このイントロンレス遺伝子によってコードされるタンパク質はbZIP型転写因子であり、特定のプロモーターおよびエンハンサーにホモ二量体として結合することができます。また、関連タンパク質であるCEBP-betaおよびCEBP-gammaとヘテロ二量体を形成することもできます。コードされているタンパク質はプロモーターに結合し、体重の恒常性維持に重要な役割を果たすタンパク質であるレプチンをコードする遺伝子の発現を調節することが示されています。骨髄系前駆細胞、脂肪細胞、肝細胞、肺細胞および胎盤細胞の増殖停止と分化を調整する転写因子です。コンセンサスDNA配列5'-T[TG]NNGNAA[TG]-3'に直接結合し、異なる標的遺伝子の活性化因子として作用します（PubMed:11242107）。初期胚発生において、CEBPBと必須かつ重複した機能を果たします。共通骨髄前駆細胞（CMP）から顆粒球／単球前駆細胞（GMP）への移行に必須。肝臓および肺の適切な発達に重要（類似性による）。終末脂肪細胞分化に必要であり、出生後の全身エネルギー恒常性と脂質貯蔵の維持に必要（類似性による）。これらの様々なプロセスを適切な時期および組織で制御するために、他の転写因子およびモジュレーターと相互作用する。E2F1抑制を介して、細胞を未分化および増殖状態に維持する遺伝子の発現をダウンレギュレーションする。これは、脂肪細胞および顆粒球の終末分化を誘導する能力にとって重要である。逆に、E2F1は特定のプロモーターに結合し、標的遺伝子プロモーターへのCEBPAの結合を抑制することで、脂肪細胞分化を阻害する。増殖停止は、SWI/SNF複合体（PubMed:14660596）への機能的結合にも依存する。肝臓では、異なるメカニズムを介して糖新生および脂肪生成を制御する。糖新生を制御するために、FOXO1と機能的に連携し、IRE制御プロモーターに結合してPCK1やG6PC1などの標的遺伝子の発現を制御します。脂肪生成を制御するために、SREBF1と相互作用し、ACAS2などの特定の脂肪生成標的遺伝子のプロモーター活性化において転写的に相乗作用を示します。脂肪組織では、FOXO1結合部位を介してADIPOQプロモーターにアクセスし、FOXO1コアクチベーターとして機能すると考えられます（類似性に基づく）。
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	U937 細胞溶解物中の CEBP アルファ発現のウェスタン ブロット分析。

